
平成２８年度
「クレーンの日」ポスター用写真・標語
「ボイラーデー」ポスター用標語

募集結果発表

当協会では 「クレーンの日 （９月３０日 「ボイラーデー （１１月８日）、 」 ）、 」
にあわせて、安全ポスターを作成するにあたり、このたび、ポスター用写真、
標語の募集を行いましたところ、全国の皆様から、多数のご応募をいただき誠
にありがとうございました。
応募数の内訳は、以下のとおりです。

去る６月９日に、審査委員会を開催し、公正かつ厳正に審査を行いました結果、
次のとおり、入賞作品が決定いたしましたので、お知らせいたします。

「ポスター用写真及び標語 応募数」

区 分 応 募 数

写 真 ９５ 点
「クレーンの日」

標 語 ５０５ 点

「ボイラーデー」 標 語 ３９８ 点

《 写真の部 》

優 秀 作

題名 「 」海岸線の防災

様 （神奈川県)吉田 宏



「出品者のコメント」

八丈島の植物公園内「光るキノコ観察の森」の観察会に参加して、
島内一周した時に八重根港の近くに来たらクレーンで大きなテトラポ
ットをつっていました。東日本大震災の後、湾岸線の防災について関
心があったので、撮影した１枚です。

「審査委員総評」

優秀作は、八丈島の防波堤改良工事で浮きクレーンで作業をしてい
る写真です。昨今では異常気象や自然災害から港湾や海岸を護るため
消波ブロック等で護岸工事が行われています。

９月３０日の「クレーンの日」に合わせて、労働災害防止のための
広報用ポスターを作成するという観点で選出しています。芸術作品と
いうよりも、クレーンが強調されて、安全な作業を行っているものを
中心に審査をしました。この写真は、質量４０トンのテトラポットを
つり上げ荷重３６０トンの浮きクレーンで安全に作業を行っている場
面を撮っており、青空が映え情景も良く、優秀作に相応しい作品とし
て選ばれました。

佳 作 佳 作

題名「物流を担う」 題名「シーサイドアニマルズ」

大西宏徳 様（愛知県） 多和裕二 様 （東京都）



《 標語の部 》

【 クレーンの日 】

「審査委員総評」

審査員は、労働災害防止のための標語として、別途募集した「クレ
ーンの日」ポスター用写真の優秀作品とどの標語がマッチしているか
という観点を含めて審査をしました。

ポスター用写真が、防災のための工事で防波堤改良工事を行ってい
るものであり 「安全な クレーン操作で 未来をつくる」が 「安全、 、
なクレーン操作」で防災工事を進めることにより 「安全・安心な未、
来」を作ることにつながることから、優秀作に選ばれました。

優 秀 作

「 安全な クレーン操作で 未来をつくる 」

長峯雄平 様 （東京都）

佳 作（２点）

「 安全を いつも主役に クレーン作業 」

平松泰輔 様（北海道）

「 確実な 操作で運ぶ 安全作業 」

髙橋隆三 様（神奈川県）



【 ボイラーデー 】

「審査委員総評」

この標語は、安全なボイラー操作を行うためには、日々の点検は、
人に任せず自分自身が自分の目で行うものという、基本的なことを表
しており 「ボイラー取扱作業主任者の職務」にマッチしていること、
から優秀作として選ばれました。

「ボイラー取扱作業主任者の職務」のポスターに掲載されます。ボ
イラーを取扱っている方の年間標語として活用して下さい。

注： 参考のため、次頁に「ボイラー取扱作業主任者の職務」を紹介します。

優 秀 作

「 点検は 人に任せず 自身の目 」

伊藤克明 様 （愛知県）

佳 作（２点）

「 経験を 活かして点検 忘れぬ初心 」

中原 修 様 （大阪府）

「 安全は 日々のチェックの 積み重ね 」

松永 智文 様 （愛知県）



「参考」 ボイラー取扱作業主任者の職務

２０１６年（平成２８年度）｢ボイラーデー｣ポスター


